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日本藻類学会々則

第、 1条 本会は日本藻類学会と称する.

第 2条 本会は藻学の進歩普及を周り，併せ℃会員相互の連絡j:，;1'C，親睦を図滋之と'

を目的とする

鯵 s条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う.

1. 総会の閣僚{年1図}
2， 藻類官三関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期制行物の発刊
4. その他謝祭の目的を遣するために必要な事業

第 4.条 本会の事務所は会長のもとに斡む
第 5条 本会の事業年度は4月1自に始り.，翌年3月.31自に終る.

書籍奇条 会員はtJ.Cの3種とする.

1. 普通会員(潔類に関心をもち，本会の趣旨に貨同する個人又は団体で，役員
会の承認するもの}。

2.名誉会員(藻学の発達に貢獄があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会一
の推薦するもの).

3.特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発震に特に寄与むた個人又は団体で，
役員会の推薦するもの).

策 7条 本会聴こ入会するには，俊碗，氏名((団体名)，職業を霞入した入会厳選議を

会長に差出すものとする.
策 8条 会員除毎年会費"500円を前納するものとする.但し，名誉会員及び特別会、

員は会費を要しない.
事審 9条 本会には次の役員を都心

会 長 1名. 幹事若干名。 解織良若干名o，

役員の任期は2 ヶ年とし重任するととiが出来~.倶し.稼議島除副総会 8期選出さ
れるととは由来ない.
役員選出の規定は別に定める.附則第Z条州第4条)

第10条 会長紙会を代表し，会務の全体を総ぺる.幹事は会長の意を受けて日常の

会務を行う.
策1主条 鰐議員は評議員会を構成t...会の要務に闘し会長の諮問巴あiづかる9"懇談

員会は会長が招集し，また文書をもて3て.とれに代えることが出来る.

第 12条 本会は定期刊行物 f寝類Jを年S回刊行し，会員に無料で頒布する.

。借則}
官接 1条 会長は圏内在住の全会員の投票陀より，会員の互選マ定める{その際評議

員会ほ参喝のぬめ若干名の候補者を総務する ζ&が出来るL電惨事は会援が余震中よ
りζれを指名委嘱する.

鍔J.2条 評議員の選出は次のニ方帯による.
1. 各地区別隠会員中より選出lされる.その定員は各地区1名とし，会員数が駒
名を越える地区では50名までごとに戸名を加える.

g.総会に於いて会長が会員中lより若干名を推薦するa但し.その数は金評議員
の 113を越えることは出来たu、

地区割捻次の空地区とする。
お海道地区.東北地区.関東地区(新潟，長野，山裂を含む:)0lIJ:1都地区(三重を含む)~
避畿地区.中国・四園地区。九州地区{神縄を含むL

宮容 s粂 会長及び幹事は際需品員~兼任することは出来ない.
第 4条 会長主主よぴ地区選出の持議員tc欠員を生むた場合，1ま，前任者の議余網開次

o.者をもって充当する.

告書 5条 本会則は昭和33年10JU6日より施行する.
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